
◀◀◀保健だより

姶良地区医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（６月） Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）

夜
間
検
査
を
実
施

６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
は
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
で
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
の
浸
透
・
普
及
の
た
め
、

利
用
者
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
配
慮
し
た
検
査
・
相
談
体
制

の
整
備
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
県

で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
検
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
検
査
の
希
望

者
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。電

話
予
約
は
、
検
査
当
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
�

実
施
日
時
＝
６
月
６
日（
木
）

午
後
５
時
～
７
時

⃝
�

場
所
＝
姶
良
保
健
所（
隼
人
町

松
永
）

⃝
�

そ
の
他
＝
検
査
料
無
料
で
匿
名

扱
い
で
す（
個
室
対
応
）。

◎�

＝
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興

局
健
康
企
画
課
疾
病
対
策
係

☎（
44
）７
９
５
６

小
児
科
・
内
科
夜
間
救
急
診
療

⃝
��

月
～
金
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

⃝
�

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

＝
霧
島
市
立
医
師
会
医
療

セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
１
７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

⃝
��

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー（
空
港
近

く
）

◎�

＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
☎

（
58
）４
３
８
８

姶良郡薬剤師会　☎（43）3352 ／ ＦＡＸ（43）3299
◎開局時間については、午前９時から午後５時までです。

◎日曜・祝日薬局日程表（６月） 姶良郡薬剤師会

日 曜日 地　区 病　院　名 診療科目 電話

2日 日

国 分 原口耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 ４６－３３３３
隼 人 たぐち内科医院 内科 ４２－０３２０
姶良市（加治木） 川畑内科医院 内科胃腸小児科 ６３－１４９９
姶良市（姶良） 荒武整形外科クリニック 整形外科 ６４－５１１１
湧 水 町 田代医院 内科循環器科 ７４－２０７５
隼 人 椎原眼科医院 眼科 ４３－１０５０
姶良市（加治木） すこやかクリニック 小児科 ６２－０３０８

9日 日

国 分 プライマリ・ケアむろ内科 内科小児科 ４６－６６１１
隼 人 浜崎医院 外科内科 ４２－０３４９
姶良市（加治木） 四本信一皮膚科 皮膚科 ６３－９９１２
姶良市（姶良） 前田皮膚科 皮膚科 ６５－１０１５
牧 園 大庭医院 内科小児科 ７６－１９８４
姶良市（姶良） 青雲会病院眼科 眼科 ６６－３０８０
国 分 ふたばクリニック小児科皮膚科 小児科 ５７－５５５５

16日 日

国 分 清水整形外科医院 整形外科 ４７－３９３９
隼 人 吉満内科クリニック 内科 ４２－８８８０
姶良市（加治木） やまのクリニック 内消化神経内科 ６３－００３３
姶良市（姶良） 野元内科医院 内科 ６５－２０１５
湧 水 町 吉松温泉医院 内科 ７５－３３１１
姶良市（姶良） たかひろ眼科 眼科 ５５－６０００
姶良市（姶良） あいら小児科 小児科 ６６－０１１５

23日 日

国 分 石塚内科 内科 ４５－０４１９
隼 人 鶴丸医院 耳鼻咽喉科 ４２－０４３９
溝 辺 壱岐医院 内科小児科 ５９－２０１９
姶良市（姶良） たけうちクリニック 胃内外小児科 ６４－５５５０
牧 園 霧島桜ヶ丘病院 内科 ７８－３１３５
国 分 高倉眼科 眼科 ４７－７３００
国 分 きたはらこどもクリニック 小児科 ６４－０６７７

30日 日

国 分 国分なかむらクリニック 外科胃腸科 ４５－３３３３
隼 人 森クリニック呼吸器科・内科 内呼吸器科 ４２－８１１１
姶良市（加治木） フィオーレ第一病院 産婦人科 ６３－２１５８
姶良市（姶良） よしだ内科クリニック 内消循環器科 ６５－１３３３
湧 水 町 前田医院 内科 ７４－５００１
姶良市（姶良） 姶良みやもと眼科 眼科 ６２－１０１０
姶良市（加治木） なかむら小児科 小児科 ６４－３７１１

月日 曜日 地　区 薬　局　名 電　話

2日 日
国 分 中央一丁目薬局 46－2858
隼 人 とざか薬局隼人店 64－2270
隼 人 はやと第一薬局 43－6363

9日 日
隼 人 とざか薬局 64－2500
牧 園 寺脇薬局 76－2008
国 分 おおぞら薬局 57－6220

16日 日
国 分 みなと調剤薬局 47－2062
隼 人 隼人薬局 43－0002
隼 人 あもりがわ薬局 44－9211

23日 日
隼 人 ことり薬局 44－7175
国 分 ひまわり薬局 48－5520
国 分 ニック調剤薬局国分西店 56－7577

30日 日
国 分 なのはな薬局 45－3305
隼 人 くにみ薬局隼人店 64－2662

◎原則として往診はいたしません。
◎都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◀

鮎まつりを開催します。鮎の塩焼き・生き鮎・鮎
めしの販売（なくなり次第終了）、魚のつかみ捕
り（小学生以下）、物産市、カヌー試乗体験など
があります。会場に設けた長い塩焼きコーナーは
イベント名物。炭火焼きをお楽しみください。
※�魚のつかみ捕りは靴を履いて参加してください。

※�駐車場に限りがありますので、公共交通機関を
ご利用ください。シャトルバスの運行も予定し
ています。詳しくは問い合わせください。

◦�日時＝６月９日（日）午前11時～午後３時
◦�場所＝日当山温泉公園（隼人町）
◎�問＝林務水産課林務水産グループ  ☎（64）0938

炭火で焼く鮎は絶品（昨年の様子）

第25回  鮎まつり
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お知らせ版

5
May.2013

VOL.165

　　 月 の
お も な
イベント
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	 2日	 	狭

さ
名
な
田
だ
の長

おさ
田
だ
御田植祭／時間：午前10時から／場所：狭名田の長田跡（霧島田口）

	 	 問＝霧島神宮  ☎（57）0001
	 10日	 霧島神宮斎田御田植祭／時間：午前9時から／場所：霧島神宮
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manifesto

部長、総合支所長の
経営方針 2013
部長、総合支所長の経営方針の公表にあたって

市では、市長マニフェストや第一次霧島市総合計画に基づき、行政と地域が「共
生・共(協)働・共助」することにより、「元気！霧島・市民力のまちづくり」を進め、
誰もが「このまちに住みたい」「住んでよかった」と思えるような市民生活の実現
を目指しています。
そのために、毎年、幹部職員が自ら、それぞれの組織が取り組むべき目標を「部
長、総合支所長の経営方針」として市民の皆さまにお示ししています。
この方針は、組織として目指すべき共通の目標を明らかにすることにより、職
員のチャレンジ意欲や改革意欲(職員一人一改革)を促し、それを組織の力に結び
付けるものです。

■
部
長
の
経
営
方
針

�

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
し
、行
財
政
改
革
の

推
進
、職
員
の
資
質
向
上
・
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

人
事
評
価
制
度
を
活
用
し
た
職

員
の
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⃝
�

広
報
誌
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
よ
り
開
か
れ
た
行
政
に

努
め
ま
す
。

⃝
�

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健

全
財
政
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
�

納
税
者
に
理
解
さ
れ
る
公
平
公

正
な
課
税
を
行
い
、
併
せ
て
徴

収
強
化
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

各
種
災
害
な
ど
へ
の
防
災
対
応

の
強
化
や
交
通
事
故
の
低
減
に

努
め
ま
す
。

⃝
�

工
事
の
入
札
・
契
約
お
よ
び
検

査
の
適
正
な
執
行
を
図
り
ま
す
。

■
部
長
の
経
営
方
針

�

市
民
の
皆
さ
ま
と
行
政
が
協
働

し
、
地
域
の
魅
力
や
特
性
を
生

か
し
な
が
ら
、
県
央
の
地
域
中

核
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）�

の
着
実
な
る
推
進
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り

返
り
、
合
併
効
果
の
検
証
を
行

い
、
残
さ
れ
た
課
題
の
解
消
に

努
め
ま
す
。

⃝
�

地
区
自
治
公
民
館
・
自
治
会
の

活
性
化
と
市
民
活
動
団
体
な
ど

の
活
動
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

移
住
定
住
促
進
な
ど
に
よ
る
過

疎
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
�

地
デ
ジ
難
視
地
域
の
解
消
に
向

け
て
、
引
き
続
き
支
援
を
進
め

ま
す
。

総
務
部

企
画
部

部長
平野　貴志

部長
川村　直人

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

お
客
さ
ま
に
満
足
い
た
だ
け
る

観
光
地
づ
く
り
と
、
活
力
あ
る

商
工
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

市
独
自
の
緊
急
経
済
対
策
を
進

め
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
を

推
進
し
、
雇
用
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

⃝
�

市
街
地
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

関
平
鉱
泉
所
の
環
境
整
備
を
進

め
、
販
売
促
進
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
な
ど
誘

致
を
目
指
し
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
と
の
連
携
の
も
と
、
本
市
の

魅
力
を
情
報
発
信
し
ま
す
。

⃝
�

気
軽
に
相
談
で
き
る
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
ま
す
。

⃝
�

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目

指
し
、
課
題
解
決
と
情
報
発
信

に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
観
光
部

部長
萬德　茂樹

■
部
長
の
経
営
方
針

自
然
環
境
の
保
全
、生
活
環
境

の
向
上
、循
環
型
社
会
の
形
成

を
図
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆

さ
ま
の
窓
口
と
し
て
、親
切
で

丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

河
川
や
海
の
水
質
浄
化
の
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
な
ど
生

活
排
水
対
策
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
の
支

援
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

一
般
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分

場
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の

安
全
確
保
と
生
活
環
境
保
全
を

優
先
し
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

⃝
�

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上

や
特
定
保
健
指
導
な
ど
保
健
事

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
部

部長
塩川　剛

■
部
長
の
経
営
方
針

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
、
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、「
た
す
け
あ
い
支
え
あ

う
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た

め
に
各
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

医
療
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
基
本

計
画
の
策
定
な
ど
地
域
医
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⃝
�

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
モ

デ
ル
事
業
な
ど
、
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
医
療
、
福
祉
、

介
護
の
包
括
的
な
地
域
ケ
ア
体

制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
�

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
円

滑
な
実
施
な
ど
、
子
育
て
支
援

策
を
推
進
し
ま
す
。

保
健
福
祉
部

部長
花堂　誠

■
部
長
の
経
営
方
針

農
林
漁
業
者
の
皆
さ
ま
の
経
営

安
定
の
た
め
の
支
援
、
生
産
基

盤
の
整
備
、
農
山
漁
村
の
景
観

保
全
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

経
営
所
得
安
定
対
策
の
推
進
、

新
規
就
農
者
の
増
加
と
農
地
集

積
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

六
次
産
業
化
に
向
け
た
情
報
提

供
、
相
談
窓
口
を
充
実
し
ま
す
。

⃝
�

農
業
公
社
設
立
に
取
り
組
み
ま

す
。

⃝
�

農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

⃝
�

春
山
緑
地
公
園
の
完
成
に
向
け

た
整
備
を
進
め
ま
す
。

⃝
�

藻
場
・
干
潟
の
再
生
、
水
産
資

源
の
増
殖
を
支
援
し
ま
す
。

農
林
水
産
部

部長
中村　功
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◀◀◀manifesto 部長・総合支所長の経営方針

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

地
域
に
暮
ら
す
誰
も
が
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

づ
く
り
の
推
進
と
、
迅
速
・
公

正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の

た
め
、
防
災
対
策
の
推
進
と
、

地
域
住
民
へ
の
的
確
か
つ
迅
速

な
情
報
伝
達
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

⃝
�

本
庁
関
係
課
と
の
連
携
を
密
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅
速
・
公

正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

⃝
�

職
員
一
人
一
人
が
、
改
革
・
改

善
を
主
眼
と
し
て
、
担
当
業
務

内
容
の
見
直
し
を
行
い
、
効
率

的
な
業
務
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

■
部
長
の
経
営
方
針

「
共
に
学
び
、
育
み
、
磨
き
あ

う
、
人
が
輝
く
ま
ち
」
を
教
育

分
野
の
将
来
像
と
定
め
た
霧
島

市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
教
育
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�「

あ
い
さ
つ
運
動
」
を
推
進
し
、

心
の
教
育
を
充
実
し
ま
す
。

⃝
�

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

「
き
り
し
ま
っ
子
」
を
育
成
し

ま
す
。

⃝
�

ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
底
辺
拡
大
と

競
技
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

大
隅
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念

事
業
に
よ
り
、
文
化
財
へ
の
関

心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
文
化

活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⃝
�

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

霧
島
総
合
支
所

教
育
部

総合支所長
寺田　浩二

部長
宗像　成昭

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、

皆
さ
ま
と
協
議
し
な
が
ら
、
親

切
で
迅
速
・
的
確
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
（
水

田
基
盤
整
備
）、
公
共
治
山
事

業
の
ほ
か
、
市
道
や
農
道
、
林

道
の
整
備
事
業
な
ど
を
継
続
し

て
進
め
ま
す
。

⃝
�

農
産
物
の
主
要
産
地
と
し
て
、

茶
、
肉
用
牛
、
野
菜
、
果
樹
、

花か

卉き

な
ど
の
さ
ら
な
る
品
質
向

上
を
目
指
し
て
、
関
係
機
関
や

農
家
と
連
携
し
な
が
ら
、
支
援

を
進
め
ま
す
。

⃝
�

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
職

場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

溝
辺
総
合
支
所

総合支所長
福重　博之

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

　

�

福
山
の
恵
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
、

文
化
を
大
切
に
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
、
触
れ
合
い
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
公
平
で
誠

実
・
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

地
域
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の

取
り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、

地
域
へ
の
説
明
や
啓
発
を
進
め
、

長
期
的
な
視
点
に
基
づ
き
、
福

山
ら
し
さ
を
生
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
継
続
実
施
と
畜
産
・
水
産

業
へ
の
支
援
協
力
、
旧
福
山
小

学
校
プ
ー
ル
の
解
体
を
行
い
、

福
山
中
央
地
区
多
目
的
広
場
の

環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

■
局
長
の
経
営
方
針

　

�

消
防
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、

防
災
の
最
前
線
拠
点
と
し
て
火

災
、
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
市

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
と

も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

風
水
害
や
地
震
な
ど
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
て
、
そ
の
被
害

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
ほ
か
の

行
政
機
関
や
地
域
の
自
主
防
災

組
織
な
ど
と
情
報
を
共
有
し
連

携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
市

民
に
対
す
る
防
災
意
識
啓
発
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
�

増
加
す
る
救
急
件
数
や
複
雑
多

様
化
す
る
災
害
に
備
え
、
消
防

組
織
力
の
向
上
を
図
り
、
職
員
、

消
防
団
員
と
と
も
に
そ
の
任
務

を
遂
行
し
ま
す
。

福
山
総
合
支
所

消
防
局

総合支所長
西　哲郎

局長
塚田　修二

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

�「
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
」
の
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
話
し
合
い
、

共
に
知
恵
を
出
し
創
意
工
夫
し

な
が
ら
地
域
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

横
川
総
合
支
所
新
庁
舎
建
設
事

業
で
庁
舎
を
建
設
し
、
事
務
所

の
移
転
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
�

ふ
る
さ
と
の
森
再
生
事
業
・
過

疎
対
策
な
ど
で
林
道
整
備
や
市

道
の
改
良
工
事
、
市
営
住
宅
外

壁
改
修
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
�

安
良
小
学
校
校
舎
改
修
工
事
、

横
川
中
学
校
焼
却
炉
撤
去
工
事
、

横
川
運
動
公
園
の
横
川
温
水

プ
ー
ル
・
横
川
体
育
館
な
ど
の

施
設
改
修
工
事
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
部
長
の
経
営
方
針

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
納
付
さ
れ
た

各
種
税
金
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
全
て
の
公
金
の
、
安
全
・
確

実
か
つ
効
果
的
な
管
理
・
運
用

に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

年
間
を
通
し
て
歳
入
・
歳
出
を

的
確
に
把
握
し
、
安
全
・
確
実

な
方
法
に
よ
る
運
用
に
努
め
、

決
済
資
金
の
短
期
余
剰
金
や
基

金
な
ど
の
効
果
的
な
管
理
・
運

用
に
取
り
組
み
ま
す
。

⃝
�

広
告
入
り
公
用
封
筒
の
利
用
な

ど
に
よ
る
歳
出
削
減
に
努
め
、

地
元
企
業
の
活
性
化
も
図
り
な

が
ら
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

支
払
い
事
務
の
効
率
化
や
簡
素

化
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、
引

き
続
き
指
定
金
融
機
関
と
検

討
・
協
議
を
行
い
ま
す
。

横
川
総
合
支
所

会
計
管
理
部

総合支所長
池田　洋二

部長
邉
へ ん

田
た

　政弘

■
総
合
支
所
長
の
経
営
方
針

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
迅
速・誠
実・

公
正
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
地
域
ま

ち
づ
く
り
支
援
事
業
の
推
進
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
の

市
民
活
動
へ
の
参
画
意
識
の
さ

ら
な
る
高
揚
に
努
め
ま
す
。

⃝
�

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
防
災
対
策
や
防

犯
活
動
な
ど
の
安
全
面
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

⃝
�

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
明

る
い
職
場
環
境
づ
く
り
と
笑
顔

で
親
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
ま
す
。

■
部
長
の
経
営
方
針

水
道
は
、
市
民
生
活
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
常
に
安
全
か

つ
良
質
な
水
を
安
定
的
に
供
給

し
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
え
お
よ

び
老
朽
施
設
の
更
新
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

⃝
�

人
口
集
中
地
区
の
国
分
・
隼
人

地
区
を
結
ぶ
連
絡
配
水
管
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

⃝
�

水
道
事
業
の
効
率
的
運
営
の
た

め
に
は
、
包
括
業
務
委
託
な
ど

の
民
間
活
用
が
必
要
で
あ
り
、

本
市
水
道
事
業
に
最
適
な
官
民

連
携
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

⃝
�

水
量
が
不
足
し
て
い
る
地
区
に

お
い
て
、
新
た
な
水
源
確
保
の

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

牧
園
総
合
支
所

水
道
部

総合支所長
海江田　穂積

部長
馬場　勝芳

■
部
長
の
経
営
方
針

　

�

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全

で
快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
基
盤
や

交
通
体
系
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み

⃝
�

道
路
交
通
体
系
の
確
立
を
図
る

た
め
、
主
要
幹
線
道
路
や
地
域

間
連
絡
道
路
お
よ
び
地
域
に
お

け
る
生
活
道
路
の
整
備
を
引
き

続
き
推
進
し
ま
す
。

⃝
�

住
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、

計
画
的
な
公
園
整
備
や
土
地
区

画
整
理
、
下
水
道
、
市
営
住
宅

の
建
て
替
え
な
ど
の
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

⃝
�

公
園
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
、

民
間
建
築
物
の
耐
震
化
対
策
、

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
点
検
お
よ
び

橋
梁
や
舗
装
の
修
繕
な
ど
、
老

朽
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

建
設
部

部長
篠原　明博
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公債費

◀◀◀市からのお知らせinformation

霧
島
市
が
誕
生
し
て
か
ら
７
年
目
と
な

る
平
成
24
年
度
の
予
算
は
、
霧
島
市

の
将
来
を
展
望
し
て
、
喫
緊
の
課
題
に
対
し

的
確
に
対
処
す
る
施
策
を
盛
り
込
み
、
火
山

活
動
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
「
安
心
・
安

全
」
や
「
健
康
・
福
祉
・
子
育
て
」、「
教

育
」、「
環
境
」、「
産
業
・
観
光
振
興
」
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
引
き
続

き
「『
霧
島
・
元
気
な
ふ
る
さ
と
再
生
予
算

２
０
１
２
』
～
暮
ら
し
と
安
心
・
地
域
活
力

の
充
実
予
算
～
」
と
し
て
、
５
３
７
億
３
９

０
０
万
円
の
一
般
会
計
当
初
予
算
を
編
成
し

平
成
24
年
度
の

予
算
収
支
状
況
等
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項
お
よ
び
霧
島
市「
財
政
事
情
」の
作
成
及
び

公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月

31
日
ま
で
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

◎�

市
の
会
計（
企
業
会
計
を
除
く
）は
、
法
律
に
よ
り
※
出
納
整
理
期
間（
４
月
１
日
～
５
月

31
日
）が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、そ
の
期
間
の
終
了
後
に
決
算
額
が
確
定
し
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
規
事
業
の
追
加
や
事

務
事
業
費
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、
累
計
で
39

億
４
８
８
５
万
９
０
０
０
円
の
補
正
予
算
を

編
成
し
追
加
を
行
い
、
最
終
予
算
額
は
５
７

６
億
８
７
８
５
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
予
算
現
額
に
対
す

る
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
の
収
支
状
況
は
、

歳
入
で
83
・
２
％
、
歳
出
で
77
・
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。　

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、「
第
２

次
霧
島
市
行
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び
「
第
２

次
霧
島
市
経
営
健
全
化
計
画
」
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
の
結
果
、
市
債
残
高
の
縮
減
や

基
金
残
高
の
確
保
な
ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ

て
お
り
、
比
較
的
健
全
に
推
移
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
市
税
な
ど
の
安
定

的
な
増
収
は
期
待
で
き
な
い
ほ
か
、
少
子
高

齢
化
な
ど
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然

増
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
継
続
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
て
、
地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
措

置
が
平
成
32
年
度
ま
で
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
予
算
規
模
の
縮
減
を
図
り
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
再
構
築
に
努
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
公
表
を
通
じ
て
本
市
財
政
の
実
情
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
今
後
の
市
政
運
営
に
よ

り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎�

＝
財
務
課
☎（
64
）０
９
１
７

◎一般会計

平成24年度の財政状況　（平成25年3月31日現在）
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民生費 衛生費土木費教育費総務費 その他農林水産業費

◎企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金等で補てんしています。

歳　　　　入
区　　　分 予　算　現　額 収　入　済　額 予算構成比 収入率
地方交付税 159億4,388万円 168億1,574万円 27.6% 105.5%
市 税 150億9,792万円 148億7,443万円 26.2% 98.5%
国庫支出金 75億  450万円 56億9,685万円 13.0% 75.9%
市 債 64億1,310万円 2,020万円 11.1% 0.3%
県 支 出 金 36億1,220万円 22億6,836万円 6.3% 62.8%
繰 越 金 17億6,527万円 17億6,527万円 3.1% 100.0%
使用料及び手数料 15億4,290万円 15億1,197万円 2.7% 98.0%
そ の 他 58億 809万円 50億4,972万円 10.0% 86.9%
歳 入 合 計 576億8,786万円 480億 254万円 100.0% 83.2%

歳　　　　出
区　　　分 予　算　現　額 支　出　済　額 予算構成比 執行率
民 生 費 176億9,631万円 160億1,249万円 30.7% 90.5%
総 務 費 75億5,013万円 52億4,981万円 13.1% 69.5%
公 債 費 86億5,122万円 80億2,220万円 15.0% 92.7%
教 育 費 59億8,544万円 41億8,371万円 10.4% 69.9%
土 木 費 57億  577万円 25億5,892万円 9.9% 44.8%
衛 生 費 38億5,321万円 28億3,550万円 6.7% 73.6%
農林水産業費 27億7,930万円 18億5,002万円 4.8% 66.6%
そ の 他 54億6,648万円 37億 69万円 9.4% 67.7%
歳 出 合 計 576億8,786万円 444億1,334万円 100.0% 77.0%

地方交付税 その他使用料
及び手数料

県支出金国庫支出金市税 繰越金市債

◎特別会計

※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

財産の状況および市債の借入状況の一人当たり現在高は、平成25年3月31日現在の
住民基本台帳人口127,537人で除して算出したものです。

◎財産の状況

会　計　名 予　算　現　額
歳　　　入 歳　　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 149億6,879万円 122億3,719万円 81.8% 136億2,797万円 91.0%

後 期 高 齢 者 医 療 11億4,601万円 11億1,196万円 97.0% 11億3,754万円 99.3%

介 護 保 険 93億5,206万円 86億9,390万円 93.0% 81億9,265万円 87.6%

交通災害共済事業 2,632万円 1,164万円 44.2% 1,810万円 68.8%

下 水 道 事 業 15億9,916万円 4億5,975万円 28.7% 11億9,016万円 74.4%

温 泉 供 給 7,598万円 7,232万円 95.2% 5,258万円 69.2%

区　分 現　在　高 一人当たり現在高

土　地
(うち市有林)

3,587㌶
(1,963㌶)

0.028㌶
(0.015㌶)

建　物 904,488㎡ 7㎡

基　金

197億9,200万円 155,186円

内
　
　
　
訳

財政調整基金
63億1,883万円

49,545円

減債基金
14億8,928万円

11,677円

特定建設事業基金
24億9,901万円

19,594円

その他基金
94億8,488万円

74,370円

有価証券 2億3,002万円 1,804円

会　計　名
収　　　益　　　的 資　　　本　　　的

収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業
予　算　額 21億7,167万円

99.3%
18億5,118万円

91.3%
4億5,517万円

97.1%
19億3,676万円

92.0%
収入済額又は執行済額 21億5,716万円 16億8,992万円 4億4,177万円 17億8,231万円

工業用水道事業
予　算　額   723万円

98.6%
  723万円

79.1%
   0万円

0.0%
   8万円

0.0%
収入済額又は執行済額   713万円   572万円    0万円    0万円

病 院 事 業
予　算　額 44億9,377万円

102.0%
44億8,626万円

94.4%
   0万円

皆増
4億6,271万円

95.9%
収入済額又は執行済額 45億8,417万円 42億3,615万円    360万円 4億4,363万円

◎市税等の状況
科 　 　 　 　 目 予算現額 収入済額 収入率

市 民 税 60億9,550万円 59億2,273万円 97.2% 

固 定 資 産 税 71億  241万円 73億3,630万円 103.3 %

軽 自 動 車 税 3億  600万円 3億1,746万円 103.7 %

市 た ば こ 税 8億3,500万円 7億6,944万円 92.1% 

特別土地保有税    1万円    0万円 0.0% 

入 湯 税 1億2,000万円 1億  685万円 89.0% 

都 市 計 画 税 6億3,900万円 4億2,164万円 66.0% 

国民健康保険税 24億6,060万円 22億4,190万円 91.1% 

合 　 　 　 　 計 175億5,852万円 171億1,632万円 97.5%

（一般会計のみ）◎市債の借入状況
借　　入　　先 借入金現在高 一人当たり現在高

財 政 融 資 等 297億9,206万円 233,595円

郵 貯・ 簡 保 資 金 64億7,865万円 50,798円

地方公共団体金融機構資金 104億2,695万円 81,756円

市 中 銀 行 56億4,430万円 44,256円

そ の 他 101億  929万円 79,267円

合 　 　 　 計 624億5,125万円 489,672円
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※出納整理期間…前会計年度末までに確定した債権債務について所定の手続きを完了し、現金の未収未払いの整理を行うための期間。

縄文シティサミットinきりしまが平成24年10月、霧島市民会館
であり、縄文遺跡の活用について意見が交わされました
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◀◀◀市からのお知らせinformation

結
果
の
概
要
（
県
全
体
と
霧
島
市
）

県
全
体
と
し
て
は
小
・
中
学
校

と
も
に
、
基
本
的
な
知
識
・
技
能

に
つ
い
て
比
較
的
定
着
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
思

考
・
判
断
・
表
現
す
る
力
に
課
題

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

●
霧
島
市
の
小
学
校

小
学
５
年
生
（
現
６
年
）
は
、

全
て
の
教
科
で
県
の
平
均
通
過
率

を
上
回
っ
て
お
り
、
一
定
の
改
善

が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
評
価
で
き

ま
す
。

●
霧
島
市
の
中
学
校

中
学
１
年
生
（
現
２
年
）
は
、

県
の
平
均
通
過
率
と
比
較
す
る
と
、

英
語
は
県
平
均
と
同
じ
で
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
県
平
均

を
若
干
下
回
っ
て
い
ま
す
。　
　

中
学
２
年
生
（
現
３
年
）
は
、

全
て
の
教
科
で
県
の
平
均
通
過
率

を
若
干
下
回
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
（
１
年
時
）
と
比
較
す
る
と
、

国
語
、
理
科
に
お
い
て
は
県
平
均

と
の
差
が
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。 

学
校
の
取
り
組
み

各
学
校
で
は
自
校
の
児
童
生
徒

の
実
態
を
分
析
し
、
課
題
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

●｢

学
力
向
上
プ
ラ
ン｣

の
策
定

毎
年
、
市
内
全
て
の
学
校
で
、

自
校
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
設

定
し
、
そ
れ
に
い
つ
取
り
組
む
か

を
示
し
た
「
学
力
向
上
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
力
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は
、
保
護
者
に
も
明
確
に
示
し
、

家
庭
と
連
携
を
図
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

● 

児
童
生
徒
に
分
か
り
や
す
い
授

業
づ
く
り

児
童
生
徒
の
学
習
意
欲
を
喚
起

す
る
た
め
に
、
じ
っ
く
り
考
え
た

り
、
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、

「
分
か
っ
た
」
と
い
う
感
動
が
あ

る
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
校
内
で
の
授
業
づ

く
り
に
つ
い
て
の
研
修
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
、

児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め

な
が
ら
、
学
習
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
ま
す
。
霧
島
市
で
は
、
全

て
の
小
・
中
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
を
導
入
し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
効
果
的
な
活
用
方
法
に
つ
い
て

の
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

霧
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を

策
定
し
、
向
こ
う
10
年
間
の
学
校

教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
次
の
４

項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
き
」
基
礎
・
基
本
。
学
力
と
体

力
の
確
実
な
定
着
。

「
り
」
立
志
。
夢
や
志
を
持
っ
た

子
ど
も
の
育
成
。

「
し
」
習
慣
づ
け
。
基
本
的
な
生

活
習
慣
、
読
書
習
慣
、
家
庭
学
習

な
ど
の
習
慣
づ
け
。

「
ま
」
マ
ナ
ー
。
規
範
意
識
と
人

権
感
覚
を
持
っ
た
子
ど
も
の
育
成
。

さ
ら
に
「
学
力
は
未
来
を
拓ひ

ら

く

ス
キ
ル
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

児
童
生
徒
が
確
実
に
学
力
を
身
に

付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

⃝ 

学
習
へ
の
意
欲
づ
け
が
な
さ
れ

る
よ
う
に
、
10
年
間
に
渡
っ
て

自
分
の
夢
や
目
標
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
記
入

で
き
る
「
き
り
し
ま
っ
子
立
志

10
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
児
童
生

徒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

⃝ 

教
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け

て
、
学
校
訪
問
や
校
内
研
究
授

業
、
各
種
研
修
会
な
ど
を
通
し

て
、具
体
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

⃝ 

中
学
校
・
高
校
の
教
員
が
、
テ

ス
ト
問
題
の
研
究
・
作
成
を
行

い
、
市
内
の
中
学
２
・
３
年
生

に
対
し
て
共
通
の
実
力
テ
ス
ト

を
実
施
す
る
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
し

て
中
学
生
が
自
分
の
学
力
の
状

況
を
把
握
す
る
一
つ
の
機
会
と

し
、
学
習
へ
の
意
欲
付
け
を
図

る
よ
う
に
し
ま
す
。

「
き
り
し
ま
っ
子
」の

基
礎
学
力

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の
小・中

学
校
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
定
着
度
に

つ
い
て
把
握
し
、
今
後
の
指
導
に
生
か

す
た
め
に
、
小
学
５
年
と
中
学
１・
２

年
の
全
児
童
生
徒
を
対
象
に「
基
礎
・
基

本
」
定
着
度
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
平
成
25
年
１
月
16
日
、
17
日

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

小学５年（現６年）
平均通過率

中学１年（現２年）
平均通過率

中学２年（現３年）
平均通過率

～
平
成
24
年
度
県「
基
礎・基
本
」定
着
度
調
査
結
果
か
ら
～

市内の２つの基地から出撃した427人の特
攻隊員を弔う慰霊祭が4月22日、国分と溝
辺であり、遺族ら関係者約200人が参列し
ました。

⬅かごしま新茶キャンペーン
の開始式が4月27日、鹿児島
空港であり、関係者らがかご
しま茶をＰＲしました。

➡霧島商工会議所が国分中央
高校野球部にピッチングマシ
ンを寄贈。4月12日に贈呈式
が行われました。

60歳以上のソフトボール愛好家が集う九州
シニアソフトボール大会が4月6日と7日、隼
人運動場と国分の春山緑地公園で開催されま
した。

手作り雑貨や食事などのお店が集まっ
た「きりしまバスケット」が4月28日、
国分城山公園であり、大勢の人でにぎ
わいました。

第２回霧島錦江湾国立公園誕生記念若尊鼻つり大会が4月28
日、国分敷根の若尊鼻遊歩道で開催され、多くの参加者でにぎ
わいました。

第
10
回
和
気
公
園
藤
ま
つ
り
が
牧
園
町
の
和
気
公
園

で
あ
り
、
期
間
中
、
約
４
万
４
０
０
０
人
の

花
見
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む
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information ◀◀◀市からのお知らせ

お
知
ら
せ

企
業・事
業
者
へ
の

助
成・補
助

■�

霧
島
市
商
工
業
資
金
利
子
補
給

補
助
金

市
内
商
工
業
者
の
育
成
と
商
工

業
の
振
興
、
商
工
業
者
の
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、
指
定
す
る
制

度
資
金
の
借
入
者
に
対
し
て
、
利

子
補
給
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
平

成
25
年
中
に
融
資
を
受
け
た
方
に

対
し
て
は
、
補
助
率
が
借
入
額
の

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
補
助

対
象
限
度
額
は
２
０
０
０
万
円
で

す
）補

助
対
象
者
は
、
市
内
の
商
工

業
者
で
、
商
工
会
議
所
か
商
工
会

に
加
入
し
、
か
つ
市
税
を
完
納
し

て
い
る
会
員
で
す
。
制
度
資
金
に

も
い
く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
細
や
申
請
方
法
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■�

霧
島
市
中
小
企
業
経
営
改
善
促

進
助
成
事
業

経
済
情
勢
が
好
転
し
な
い
中
、

電
気
料
金
の
値
上
げ
な
ど
中
小
企

業
者
の
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
こ

職
者
（
平
成
21
年
3
月
31
日
以

降
に
離
職
し
た
方
の
み
）

⃝
�

軽
減
対
象
期
間
＝
離
職
日
の
翌

日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
加
入
期
間
（
平
成
21

年
度
以
前
は
除
く
）

⃝
�

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
、
印
鑑

◎�

・

＝
税
務
課
市
民
税
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
４
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
税
務
グ

ル
ー
プ
（
福
山
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、隼
人
庁
舎
は
除
く
） 

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◦�

６
月
３
日（
月
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

６
月
11
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、一
般
質
問
）

◦�

６
月
12
日（
水
）～
14
日（
金
）

／
本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

６
月
28
日（
金
）／
本
会
議
最
終

日（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
で
、
日
程

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

◦�

第
３
期
＝
１
月
６
日（
月
）

◦�

第
４
期
＝
２
月
28
日（
金
）

◎�

＝
税
務
課
固
定
資
産
税
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
５
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

労
働
保
険
料
年
度
更
新

６
月
３
日（
月
）か
ら
７
月
10
日

（
水
）ま
で
は
労
働
保
険
料
の「
年

度
更
新
」
申
告
・
納
付
期
間
で
す
。

６
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
労
働
保

険
料
申
告
書
・
納
付
書
で
、
期
間

中
に
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
郵
送
か
電
子
申
請
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

◎�

＝
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
適
用
係
☎
０
９
９（
２

２
３
）８
２
７
６
、
〒
８
９
２
―

８
５
３
５
鹿
児
島
市
山
下
町

13
番
21
号
鹿
児
島
合
同
庁
舎

内
離
職
さ
れ
た
方
の
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
失
業
な
ど

の
給
付
手
続
き
を
し
た
場
合
、
保

険
税
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

⃝
�

対
象
者
＝
雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離

と
か
ら
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て

一
定
要
件
を
満
た
し
た
事
業
者
に

経
営
改
善
の
た
め
の
資
金
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
助
成
対
象
は
、

霧
島
市
商
工
業
資
金
利
子
補
給
補

助
金
の
補
助
対
象
者
の
う
ち
、
直

近
の
決
算
年
度
の
売
上
高
が
前
年

度
と
比
較
し
て
10
％
以
上
減
少
し
、

か
つ
経
営
改
善
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
で
す
。

申
請
は
、
商
工
会
議
所
か
商
工

会
を
通
じ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
商
工
振
興
課
☎（
64
）０
９

１
２

児
童
手
当
現
況
届

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月

以
降
の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
な

く
な
り
、
２
年
間
提
出
が
な
い
と

受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
。
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
況
届
に
つ
い
て
は
、
５
月
末

に
発
送
予
定
で
す
。

⃝
�

受
付
期
間
＝
６
月
３
日（
月
）～

28
日（
金
）
※
土
日
、
祝
日
を

除
く
。

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
現
況
届
、
印
鑑

（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）、

受
給
者
の
健
康
保
険
証
（
受
給

者
が
社
会
保
険
の
場
合
の
み
）、

保
護
者
（
受
給
者
と
配
偶
者
）

の
所
得
証
明
書
（
平
成
25
年
１

月
１
日
現
在
本
市
に
住
所
が
な

い
方
の
み
）、
そ
の
ほ
か
必
要

書
類

◎�

・

＝
児
童
福
祉
課
児
童
福

祉
・
保
育
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
１
、
隼
人
福
祉
課
、
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税

今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
第
１
期
納
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
１
日
に
郵
送
し
た
納
税
通

知
書
に
同
封
の
課
税
明
細
書
で
お

持
ち
の
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の

記
載
漏
れ
が
な
い
か
、
十
分
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
管
理
人
、
相
続
人

代
表
者
な
ど
の
変
更
を
さ
れ
る
場

合
は
、
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
に
所
定
の
用

紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
各
納
期
限
】

◦�

第
１
期
＝
５
月
31
日（
金
）

◦�

第
２
期
＝
７
月
31
日（
水
）

◦�

有
機
農
業
（
化
学
肥
料
、
農
薬

を
使
用
し
な
い
）
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

⃝
�

支
援
単
価
＝
10
㌃
当
た
り
３
０

０
０
～
８
０
０
０
円

◎�

・

＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）

０
９
１
０
、
各
総
合
支
所
産
業

建
設
課

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

保
険
に
加
入
し
、
安
心
し
て
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

受
付
期
限
＝
平
成
26
年
３
月
30

日

⃝
�

保
険
期
間
＝
申
込
日
の
翌
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

⃝
�

対
象
者
＝
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文

化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

地
域
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の

社
会
教
育
団
体

⃝
�

申
込
方
法
＝
加
入
依
頼
書
に
記

入
し
指
定
銀
行
へ
保
険
料
を
振

り
込
む
。

◎�

＝
保
健
体
育
課
☎（
42
）１
１

１
７

夏
季
期
間
中

職
員
は
ク
ー
ル
ビ
ズ

市
で
は
夏
季
期
間
中
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
推
進
の
た
め
、

国
分
上
小
川
地
区

通
行
制
限
の
お
知
ら
せ

現
在
、
国
分
上
小
川
地
区
工
業

団
地
の
造
成
工
事
と
市
道
上
小
川

～
迫
田
線
の
道
路
改
良
舗
装
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
周
辺
の
道
路
で

片
側
交
互
通
行
な
ど
の
通
行
制
限

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
通
行
の
際
は
誘
導
員
の
指
示

に
従
い
注
意
し
て
通
行
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
下
旬
～
平
成
26
年

３
月
下
旬
（
予
定
）

⃝
�

制
限
＝
片
側
交
互
通
行
ま
た
は

一
部
全
面
通
行
止
め
（
耕
作
関

係
車
両
を
除
く
）

⃝
��

時
間
＝
終
日

◎�

＝
土
木
課
☎（
64
）０
９
０
７
、

商
工
振
興
課
☎（
64
）０
９
０
３

環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
制
度

環
境
に
優
し
い
農
業
生
産
活
動

に
取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

対
象
者
＝
販
売
を
目
的
と
し
て

生
産
を
行
う
農
業
者
な
ど
で
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て

お
り
（
有
機
農
業
で
の
申
請
の

場
合
は
不
要
）、
農
業
環
境
規

範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ
て
い

る
こ
と
。

⃝
�

支
援
対
象
と
な
る
取
り
組
み

◦�

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の

使
用
を
地
域
の
慣
行
か
ら
５
割

以
上
低
減
す
る
活
動
と
カ
バ
ー

ク
ロ
ッ
プ
、
炭
素
貯
留
効
果
の

高
い
た
い
肥
の
施
用
を
組
み
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
。

通行規制区間

京セラ㈱
国分工場

京セラ㈱
国分工場

至 霧島市

至 姶良市

至 曽於市

県道日当山
敷根線

国分IC

国
道
10
号

東
九
州
自
動
車
道

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先　 ＝健康マイレージ対象事業（20歳以上が対象）

広
　
　
　
告

㈱カナダプレイス
県知事許可（般―21）第14053号／県知事免許（3）第5122号　㈳鹿児島県宅地建物取引業協会会員／九州不動産公正取引協議会加盟まかせて安心！

【霧島営業所】 霧島市隼人町見次515 ☎0995（44）9333 【本社】 鹿児島市宇宿2-21-1 ☎099（206）0711
カナダプレイスでは、３種類のブランドの輸入住宅を販売しています。

★★★ 見学会 好評開催中！！★★★ 見学をご希望の方は事前にご連絡ください

常設展示中！

223

南日本
銀行

イオン
隼人国分店

焼肉
なべしま 至

国
分
市
街
地

至
隼
人
駅

至国道10号

アイホームタウン天降川

宅地好評分譲中！

http://www.canada-place.co.jp

サンキュー
隼人店

カナダプレイス霧島営業所

広
　
　
　
告

上小川小
造成工事

（１工区）
造成工事

（２工区）

市道上小川〜迫田線

天降川小学校まで500m

予
約

予
約⑥ ⑤⑦

モ
デ
ル

ハ
ウ
ス

霧島市国分野口790−2他６筆
住みやすい環境で
利便性抜群の分譲地

⬅

宅
地
入
口

④
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information ◀◀◀市からのお知らせ

市
役
所
の
室
内
温
度
を
28
度
に
設

定
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
空
調
経
費
節

減
を
図
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
職
員
の
服
装
の
軽

装
化
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
よ
る
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
な
ど
の
着
用
）
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

期
間
＝
５
月
～
10
月
（
５
月
と

10
月
は
移
行
期
間
）

◎�

＝
総
務
課
人
事
研
修
グ
ル

ー
プ
☎（
64
）０
９
１
５

福
ふ
く
漁
師
グ
ル
ー
プ

夕
市
の
休
止

福
山
町
漁
業
協
同
組
合
で
毎
月

第
４
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

お
魚
市
は
、
６
月
か
ら
８
月
ま
で

の
夏
季
期
間
休
止
と
な
り
ま
す
。

◎�

＝
福
山
町
漁
業
協
同
組
合

☎（
55
）２
５
０
６

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

⃝
�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）、
予
約
不
要
。

⃝
�

定
員
＝
80
人（
入
場
制
限
あ
り
）

【
６
月
の
上
映
作
品
】

◦�

６
日
＝
お
く
り
び
と
（
08
年
・

⃝
�

中
級
＝
６
月
３
日（
月
）午
後
７

時
10
分
～
８
時
10
分

⃝
�

上
級
＝
６
月
10
日（
月
）午
後
６

時
～
７
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
中
会

議
室

⃝
�

定
員
＝
各
級
先
着
15
人
（
参
加

は
１
人
１
つ
の
級
に
限
り
ま

す
）

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
29
日（
水
）

■
国
際
交
流
お
菓
子
作
り

カ
ナ
ダ
の
伝
統
的
な
お
菓
子
で

あ
る
ナ
ナ
イ
モ
バ
ー
（
チ
ョ
コ
、

ナ
ッ
ツ
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
が
入
っ
て

い
る
バ
ー
ク
ッ
キ
ー
）
を
一
緒
に

作
っ
て
食
べ
ま
す
。

※�

募
集
要
項
な
ど
詳
細
は
、
市
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
公
募
説
明
会

⃝
�

日
時
＝
６
月
３
日（
月
）午
後
２

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
役
所
国
分
庁
舎

７
０
１
会
議
室

※�

参
加
さ
れ
る
方
は
、
５
月
31
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

国
際
交
流
員
と

交
流
し
ま
せ
ん
か

ア
メ
リ
カ
人
の
国
際
交
流
員
と

英
語
で
話
し
な
が
ら
、
一
緒
に
異

文
化
の
交
流
を
し
ま
す
。

■
英
語
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

英
語
で
話
し
な
が
ら
一
緒
に

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
過
ご
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
19
日（
水
）午
後
２

時
～
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理

講
義
室

⃝
�

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
12
日（
水
）

■
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ

自
分
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
で
、
１

時
間
英
語
を
学
び
ま
す
。

⃝
�

初
級
＝
６
月
３
日（
月
）午
後
６

時
～
７
時

１
３
１
分
）
本
木
雅
弘
・
広
末

涼
子
出
演
。
世
界
中
を
温
か
な

感
動
で
包
ん
だ
名
作
。

◦�

13
日
＝
ミ
ラ
ー
を
拭
く
男
（
03

年
・
１
１
７
分
）
緒
形
拳
・
栗

原
小こ

巻ま
き

・
大
滝
秀ひ

で

治じ

出
演
。
交

通
事
故
を
き
っ
か
け
に
ミ
ラ
ー

を
拭
く
旅
に
出
る
感
動
の
物
語
。

◦�

20
日
＝
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆
笑

エ
キ
サ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
第

４
集
～
中
高
年
よ
！
人
生
は
こ

れ
か
ら
だ
！
～
（
11
年
・
63
分
）

「
き
み
ま
ろ
」
ワ
ー
ル
ド
満
載

の
大
爆
笑
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
。

◦�

27
日
＝
０
か
ら
の
風
（
07
年
・

１
１
１
分
）
母
親
の
愛
が
法
律

を
変
え
た
。
実
話
に
基
づ
く
感

動
の
物
語
。

◎�

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９

霧
島
市
文
化
協
会
国
分
支
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

歌
謡
や
踊
り
そ
の
ほ
か
、
素
晴

ら
し
い
芸
能
発
表
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。（
入
場
無
料
）

⃝
��

日
時
＝
６
月
９
日（
日
）午
後
１

時
開
演

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◎�

＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１

１
９

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

展
示
試
乗
会

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
２
０

１
３
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の
展
示

試
乗
会
の
ほ
か
、
家
族
で
楽
し
め

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ベ
ン
ト

が
満
載
。
霧
島
の
特
産
品
が
味
わ

え
る
グ
ル
メ
通
り
も
開
設
。

⃝
�

日
時
＝
６
月
１
日（
土
）、
２
日

（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
お
祭
り
広
場

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

＝
霧
島
市
観
光
協
会
国
分
事

務
所
（
き
り
し
ま
ミ
ク
ス
内
）

☎（
48
）６
６
２
０

募
集

指
定
管
理
者
を
募
集

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
次
の

施
設
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

し
て
い
た
だ
く
法
人
や
団
体
を
募

集
し
ま
す
。（
個
人
を
募
集
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

⃝
�

募
集
す
る
施
設
＝
霧
島
市
浜
之

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

⃝
�

申
請
受
付
期
間
＝
６
月
３
日

（
月
）～
７
月
２
日（
火
）

９
６（
44
）２
２
０
６

パ
ソ
コ
ン
講
座

 

３
０
１ 

／
ワ
ー
ド
２
０
１
０
基

礎
講
座
（
入
門
コ
ー
ス
）

⃝
�

日
時
＝
６
月
25
日（
火
）・
26
日

（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

 

３
０
２ 

／
ワ
ー
ド
２
０
１
０
基

礎
講
座
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
）

⃝
�

日
時
＝
６
月
27
日（
木
）・
28
日

（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

 

８
０
１ 

／
キ
ッ
ズ
Ｐ
Ｃ
講
座

（
新
規
）

⃝
�

日
時
＝
７
月
24
日（
水
）・
29
日

（
月
）、
８
月
12
日（
月
）・
16
日

（
金
）�

午
後
１
時
～
３
時
30
分

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
・
対
象
＝
各
20
人
（
市
民

対
象
）
た
だ
し
キ
ッ
ズ
Ｐ
Ｃ
講

座
は
小
学
４
年
か
ら
中
学
３
年

ま
で
10
人

⃝
��

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、講
座
名
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。
※

３
０
１
と
３
０
２
は
、
同

⃝
�

日
時
＝
６
月
12
日（
水
）午
後
２

時
～
４
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理

実
習
室
・
講
義
室

⃝
��

定
員
＝
先
着
15
人

⃝
��

参
加
費
＝
３
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）

⃝
��

申
込
期
限
＝
６
月
５
日
（
水
）

◎�

・

＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

障
が
い
者
委
託
訓
練
生
募
集

⃝
��

応
募
資
格
＝
①
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や
復
職

を
目
指
す
人
。
②
知
的
障
害
の

あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や
復
職

を
目
指
す
人
。

⃝
�

訓
練
内
容
＝
①
パ
ソ
コ
ン
事
務

科
／
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

（
初
級
程
度
）・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ほ
か
②
介
護
福
祉
科
／
県
知

事
指
定
介
護
職
員
初
任
者
研
修

課
程
、
そ
の
ほ
か
独
自
の
就
労

支
援
講
座

⃝
�

定
員
＝
各
10
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
る
場
合
あ
り
）

⃝
�

訓
練
期
間
＝
７
月
24
日（
水
）

～
10
月
17
日（
木
）（
土
日
、
祝

日
は
除
く
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
必
要
書
類
を
最
寄

り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
６
月
14
日（
金
）

◎�

＝
国
立
・
県
営
鹿
児
島
障
害

者
職
業
能
力
開
発
校
☎
０
９

【新国際交流員紹介】
国際交流員（ＣＩＲ）は外国から訪問団
が来られた際の通訳や公用文の翻訳をし
ます。さまざまなイベントや会合にも出
席し、外国文化の紹介や異文化交流の橋
渡し役を担っています。

中国国際交流サロン
⃝�日時／場所＝６月27日（木）午後２時
～３時／国分公民館２階調理講義室
⃝�定員／参加費＝15人（先着順）／ 100円
⃝�対象者＝中国語初級レベル以上の方
⃝�申込期限＝６月20日（木）
� ・ ＝�企画政策課国際交流グループ

☎（64）0914

彭ほ
う

遠え
ん

【
中
国
陝
西
省

西
安
市
出
身
】

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先　 ＝健康マイレージ対象事業（20歳以上が対象）

広
　
　
　
告

７月末まで、ダック人形をプレゼント

7月までに保険相談していただくと、ダック人形をプレゼント致します。

４月に着任しまし
た。これからいろい
ろなイベントで、皆
さんと交流しながら、

中国の文化を伝えていきたいです。スポーツも
好きなので、大好きな霧島の自然の中で、皆さ
んと一緒に運動できる機会を楽しみにしていま
す。さっそくですが、私と一緒に中国の文化と
歌を学びませんか。ぜひご参加ください。
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information ◀◀◀市からのお知らせ
⃝
�

定
員
＝
50
人
（
18
歳
以
上
）

⃝
�

受
講
料
＝
１
６
８
０
円

⃝
�

受
付
＝
５
月
28
日（
火
）か
ら

◎�

・

＝
国
分
運
動
公
園
☎

（
46
）４
３
９
８

国
分
総
合
プ
ー
ル
情
報

■
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア

⃝
�

日
時
＝
６
月
21
日
～
７
月
12
日

（
毎
週
金
曜
、
全
４
回
）
午
後

２
時
～
３
時

⃝
�

定
員
＝
30
人
（
18
歳
以
上
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
１
０
０
円
（
利
用

料
を
含
む
）

⃝
�

受
付
＝
５
月
29
日（
水
）か
ら

■
親
子
ふ
れ
あ
い
ベ
ビ
ー
教
室

⃝
�

日
時
＝
６
月
６
日
～
７
月
18
日

（
毎
週
木
曜
、
全
６
回
、
６
月

20
日
は
休
講
）
午
後
１
時
～
２

時

⃝
�

定
員
＝
30
組
（
６
か
月
～
２
歳

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
）

⃝
�

受
講
料
＝
２
５
２
０
円
（
利
用

料
を
含
む
）

⃝
�

受
付
＝
５
月
29
日（
水
）か
ら

◎�

・

＝
国
分
総
合
プ
ー
ル
☎

（
46
）９
４
０
０

横
川
運
動
公
園
情
報

■
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ア
ク
ア

⃝
�

日
時
＝
６
月
21
日
～
７
月
12
日

（
毎
週
金
曜
、
全
４
回
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
15
分

⃝
�

場
所
＝
横
川
温
水
プ
ー
ル

⃝
�

定
員
＝
30
人
（
18
歳
以
上
）
※

５
人
以
上
か
ら
実
施

⃝
�

参
加
費
＝
２
１
０
０
円
（
利
用

料
を
含
む
）

⃝
�

受
付
＝
５
月
29
日（
水
）か
ら

■�

ボ
デ
ィ
リ
セ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
＆
ピ

ラ
テ
ィ
ス
（
姿
勢
改
善
・
代
謝

Ｕ
Ｐ
に
最
適
）

⃝
�

日
時
＝
６
月
22
日
～
７
月
13
日

（
毎
週
土
曜
、
全
４
回
）
午
後

６
時
30
分
～
７
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
横
川
体
育
館

⃝
�

定
員
＝
50
人
（
18
歳
以
上
）
※

５
人
以
上
か
ら
実
施

⃝
�

受
講
料
＝
１
６
８
０
円

⃝
�

受
付
＝
５
月
29
日（
水
）か
ら

■
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

⃝
�

日
時
＝
６
月
23
日
～
７
月
７
日

（
毎
週
日
曜
、
全
３
回
）
午
前

11
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
横
川
温
水
プ
ー
ル

⃝
�

定
員
＝
各
10
人
（
小
学
生
）
※

５
人
以
上
か
ら
実
施

⃝
�

受
講
料
＝
１
２
６
０
円
（
利
用

料
を
含
む
）

⃝
�

受
付
＝
5
月
29
日（
水
）か
ら

■
や
さ
し
い
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

⃝
�

日
時
＝
６
月
12
日
～
７
月
３
日

時
申
し
込
み
不
可
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
３
０
１
・
３
０
２

６
月
11
日（
火
）、
８
０
１�

７

月
10
日（
水
）（
必
着
）

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

・

＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

―４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
―１

い
き
い
き
国
分

交
流
セ
ン
タ
ー
情
報

■�

ジ
ュ
ニ
ア
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

⃝
�

日
時
＝
７
月
６
日
～
27
日
（
毎

週
土
曜
、
全
４
回
）
午
後
２
時

30
～
３
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
15
人
（
９
歳
～
15
歳
）

⃝
�

受
講
料
＝
３
３
６
０
円

⃝
�

受
付
＝
５
月
28
日（
火
）か
ら

◎�

・

＝
い
き
い
き
国
分
交
流

セ
ン
タ
ー
☎（
48
）５
５
２
２

国
分
運
動
公
園
情
報

■�

ボ
デ
ィ
リ
セ
ッ
ト
ヨ
ー
ガ
＆
ピ

ラ
テ
ィ
ス
（
姿
勢
改
善
・
代
謝

Ｕ
Ｐ
に
最
適
）

⃝
�

日
時
＝
６
月
８
日
～
29
日
（
毎

週
土
曜
、
全
４
回
）
午
前
９
時

～
10
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
武
道
館

（
毎
週
水
曜
、
全
４
回
）
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
��

場
所
＝
横
川
体
育
館

⃝
�

定
員
＝
30
人
（
18
歳
以
上
）
※

５
人
以
上
か
ら
実
施

⃝
�

受
講
料
＝
１
６
８
０
円

⃝
�

受
付
＝
５
月
29
日（
水
）か
ら

◎�

・

＝
横
川
運
動
公
園
☎

（
72
）０
６
１
９

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

戦
没
者
の
遺
族
を
対
象
と
す
る

戦
没
地
（
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地

方
・
ア
ル
タ
イ
・
モ
ン
ゴ
ル
・
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・
沿
海
地
方
・

中
国
東
北
地
区
・
硫
黄
島
・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ビ
ス
マ
ー
ク
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の

慰
霊
巡
拝
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４
、
隼
人
福
祉
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

◎�

＝
県
庁
社
会
福
祉
課
調
査
援

護
係
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
８

４
０

発
達
に
関
す
る
学
習
会

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

⃝
�

定
員
＝
各
回
先
着
70
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
開
催
日
の
２
日
前

ま
で
に
電
話
で
。
※
託
児
も
予

約
制
で
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
�

内
容
＝
〔
基
礎
編
〕
発
達
は
ど

の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
の
か
、�

発
達
障
害
の
特
性
に
つ
い
て

〔
応
用
編
〕
子
ど
も
の
行
動
に

視
点
を
あ
て
た
実
践
的
な
か
か

わ
り
方
に
つ
い
て
。

◎�

・

＝
こ
ど
も
発
達
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９
２
５

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

応
募
作
品
募
集

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
、

県
内
の
各
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
・
文
化
・
観
光
な
ど
地
域

の
特
徴
や
イ
メ
ー
ジ
を
30
秒
の
手

作
り
Ｃ
Ｍ
で
表
現
し
競
い
合
う

「
ふ
る
さ
と
自
慢
」
の
Ｃ
Ｍ
大
会

で
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
は
年
間

１
５
０
本
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
選
考

し
一
点
を
出
品
し
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

県
政
ア
ン
ケ
ー
ト

モ
ニ
タ
ー
募
集

今
後
の
県
政
の
円
滑
な
推
進
の

た
め
、
県
民
の
声
を
県
政
に
届
け

る
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

職
務
＝
県
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
す
る
こ
と

⃝
��

任
期
＝
９
月
１
日
～
平
成
27
年

８
月
31
日
（
２
年
間
）

⃝
�

募
集
人
数
＝
２
０
０
人

⃝
�

応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
県
内

居
住
者
で
、
県
政
に
関
心
を
持

ち
、
そ
の
推
進
・
向
上
に
協
力

で
き
る
人
。

⃝
�

応
募
締
切
＝
６
月
19
日
（
水
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◎�

＝
県
知
事
公
室
広
報
課
県
民

の
声
係
☎
０
９
９（
２
８
６
）

２
０
９
３

か
ら
い
も
交
流・夏

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

韓
国
、
香
港
の
大
学
で
日
本
語

を
勉
強
し
て
い
る
大
学
生
を
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
��

受
入
期
間
＝
７
月
13
日（
土
）～

28
日
（
日
）

⃝
�

申
込
締
切
＝
６
月
10
日（
月
）

◎�

＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交

流
霧
島
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
斉
藤
☎

０
９
０（
１
９
２
６
）８
３
８
０

相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
販
売
に
ご
用
心

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
の

普
及
に
伴
い
、
商
品
の
未
到
着
や

偽
物
の
到
着
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
ま
す
。
便
利
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
悪
徳
業
者
に

と
っ
て
も
都
合
が
よ
く
、
サ
イ
ト

が
実
在
し
て
い
る
だ
け
で
業
者
に

実
態
が
な
い
、
日
本
語
で
書
か
れ

て
い
る
が
海
外
業
者
で
あ
る
な
ど

落
と
し
穴
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
泣

き
寝
入
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
相

談
の
筆
頭
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
販
売
で
す
。
注
意
す
べ
き
点
は
、

業
者
の
所
在
地
や
連
絡
先
を
確
認
、

一
般
的
な
価
格
と
比
較
（
大
幅
に

差
が
あ
る
場
合
は
模
倣
品
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）、
キ
ャ
ン
セ
ル

や
返
品
条
件
な
ど
の
利
用
規
約
の

確
認
な
ど
で
す
。

ま
た
、
日
本
通
信
販
売
協
会
が

認
定
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト

マ
ー
ク
や
同
協
会
の
正
会
員
を
示

す
ジ
ャ
ド
マ
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
業
者
選
び
の
目
安

に
も
な
り
ま
す
。
通
信
販
売
特
有

の
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
て
、
買
い
物

は
慎
重
に
、
困
っ
た
時
は
相
談
を
。

◎�

＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
商
工
振
興
課
内
）☎（
64
）

０
９
６
４

契
約
な
ど
に
つ
い
て
困
っ
た

時
は
す
ぐ
に
相
談
を

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
市
民
の

消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
・
ト
ラ

ブ
ル
に
専
門
相
談
員
が
応
じ
る
相

談
窓
口
で
す
。
平
成
24
年
度
は
８

１
８
件
も
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で

の
架
空
請
求
や
多
重
債
務
の
相
談

が
多
く
、
昨
年
の
秋
以
降
は
健
康

食
品
の
送
り
付
け
に
関
す
る
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
時
期
は
、
賃
貸
住
宅

を
退
去
し
、
そ
の
原
状
回
復
と
し

て
多
額
の
請
求
を
さ
れ
る
相
談

が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

困
っ
た
時
は
す
ぐ
に
相
談
を
。

⃝
�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
15
分
～

コース 月　　日 内　　　容 講　　師

基礎編

6/10（月） 発達障害とは？～特性の理解と関わり方の基本①～ やまびこ医療福祉センター
臨床心理士　東（ひがし）千秋先生7/29（月） 発達障害とは？～特性の理解と関わり方の基本②～

8/ 1（木） からだの発達と作業療法 作業療法士　大野 ひとみ先生

9/17（火） ことばの発達とコミュニケーションの実際 やまびこ医療福祉センター
言語聴覚士　日高 浩二先生

9/26（木） 家庭学習のヒントをお教えします 牧之原養護学校教諭　西 育子先生

応用編
10/10（木） 子どもの行動の見方、考え方、接し方～かかわる側の意識改革①～ 鹿児島県子ども総合療育センター

療育支援対策監
田邊 貴仁（たかひろ）先生

10/29（火） 子どもの行動の見方、考え方、接し方～かかわる側の意識改革②～
11/ 7（木） 子どもの行動の見方、考え方、接し方～かかわる側の意識改革③～

オンライントラストマーク

ジャドママーク

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先　 ＝健康マイレージ対象事業（20歳以上が対象）

広
　
　
　
告

☎0120―66―5001墓石・建築石材の設計・施工販売 墓石建立指定業者／ロックアート三典株式会社

全区画バリアフリー

墓地経営／宗教法人正法寺／環第393号

駐車場から墓前へ車イスで
お参りできます

永代維持管理型霊園

◆永代供養墓 18万円

お仏壇・結納品展示中

（
税
別
）

⃝あとの費用は一切不要です。 ⃝神徒の方も安心です。
⃝後継者の有無、宗派を問わず生前にお求めいただけます。
⃝お盆、彼岸の年５回合同供養祭をいたします。

※写真は合成です。
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霧
島
市
出
前
講
座

出
前
講
座
は
市
職
員
な
ど
が
地

域
に
出
向
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
講
座
で
す
。
地
域
、
グ

ル
ー
プ
・
団
体
な
ど
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

⃝
�

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
通
学
し
て
い
る
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
・
団
体
。

⃝
�

日
時
＝
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、

午
前
９
時
～
午
後
９
時
の
間
で

２
時
間
以
内
（
12
月
29
日
～
１

月
３
日
を
除
く
）

⃝

場
所
＝
市
内
に
限
る

⃝

講
師
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
講
座
を
開
催
し
よ

う
と
す
る
日
の
14
日
前
ま
で
に

所
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
本
庁
国
分
庁
舎
総
合

案
内
、
秘
書
広
報
課
、
生
涯
学

習
課
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
な
ど
に

出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
と
申

込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎� �

・

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５

５

№ 講　座　名 担当課名
1 情報公開制度・個人情報保護講座 総務課
2 防災講座 安心安全課
3 交通安全教室 安心安全課
4 市の家計簿 財務課
5 市税講座 税務課、収納課
6 これからの総合計画講座 企画政策課
7 環霧島会議講座 企画政策課
8 国際交流講座 企画政策課

9 男女共同参画入門講座
～みんな違ってみんないい～ 企画政策課

10 見過ごさないぞ！ＤＶ・虐待講座 企画政策課
児童福祉課

11 ストップ！セクハラ講座 企画政策課
12 行政改革講座 行政改革推進課
13 指定管理者制度講座 行政改革推進課
14 ＮＰＯ等市民団体活動支援講座 共生協働推進課
15 地域まちづくり支援事業講座 共生協働推進課

16 おじゃんせ霧島移住者大応援
（移住定住）講座 共生協働推進課

17 霧島市の地域情報化講座 情報政策課
18 統計講座 情報政策課
19 ストップ！地球温暖化講座 環境衛生課
20 霧島市環境基本計画講座 環境衛生課
21 生活排水対策講座 環境衛生課
22 廃棄物講座 環境衛生課
23 ごみの分別収集・リサイクル講座 環境衛生課

24 国民健康保険、後期高齢者医療、
国民年金講座 保険年金課

25 子育て健康講座 健康増進課
26 高齢者福祉・介護保険講座 長寿・障害福祉課
27 障害福祉講座 長寿・障害福祉課

28 認知症講座
（認知症サポーター養成講座）

長寿・障害福祉課
健康増進課

29 介護保険ボランティア・
ポイント制度講座 長寿・障害福祉課

30 いきいき健康講座 健康増進課

　№ 講　座　名 担当課名
31 歯科保健健康講座 健康増進課
32 食育と地産地消講座 健康増進課

33 農林水産業講座 農政畜産課
林務水産課

34 悪質商法に対する対処法講座 商工振興課
35 プレ社会人の消費生活講座 商工振興課
36 森林セラピー講座 観光課
37 市内観光講座 観光課
38 ジオパーク講座 霧島ジオパーク推進課
39 道路整備講座 土木課
40 安心・安全な住まいづくり講座 建築指導課
41 都市計画講座 都市計画課
42 公園整備講座 都市計画課
43 土地区画整理事業講座 区画整理課
44 下水道講座 下水道課
45 議会の仕組み講座 議会事務局議事調査課
46 なくそう、いじめ講座 学校教育課
47 不登校への対応講座 学校教育課
48 小中学生の心の発達講座 学校教育課

49 家庭での学習習慣のつけ方
（小学生・中学生を選択） 学校教育課

50 進路指導と立志10年カレンダー
（小学生・中学生を選択） 学校教育課

51 小・中学１年生になったら
（小・中学校入学期の指導） 学校教育課

52 ニュースポーツ体験講座 保健体育課
53 ボランティア講座 生涯学習課
54 人権教育講座 生涯学習課
55 ＫＹＴ（危険予知トレーニング）講座 生涯学習課
56 歴史文化講座 文化振興課
57 自然・地形講座 文化振興課
58 水道早わかり講座 水道課・管理課
59 応急手当講座（ＡＥＤ等） 消防局警防課
60 防火講座 消防局予防課

61 選挙のしくみ講座
（小学生・中学生） 選挙管理委員会

各 出 前 講 座 名

※�鹿児島県でも県政出前セミナーを実施しています。詳しくは、県庁広報課県民の声係までお問い合わせください。��問＝県庁広報課県民の声係 ☎099（286）2093

期日 ６月８日（土） ６月25日（火）

時間 12:30 ～ 17:00 13:30 ～ 16:30

場所 霧島市働く婦人の家
（国分中央三丁目43-10）

隼人庁舎
（隼人町内山田一丁目11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会
・コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

午
後
５
時

※�
事
業
者
か
ら
の
相
談
や
個
人
間

の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
は
対
象
外
。

◎�
＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー（
商
工
振
興
課
内
）☎（
64
）

０
９
６
４

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
��

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

６
月
３
日（
月
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
横
川
健
康
温
泉
セ
ン

タ
ー
２
階
／
横
川
総
合
支
所
地

域
振
興
課
☎（
72
）０
５
８
２

◦�

６
月
10
日（
月
）
午
前
９
時
～

正
午
／
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
76
）２
７
０
１

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

年
金
相
談

年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
老
齢
年
金
な
ど
の
請
求
手
続

き
も
で
き
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
６
月
21
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

◎�

＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

こ
の
春
か
ら
就
職
・
異
動
・
入

学
な
ど
で
環
境
が
変
わ
っ
た
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、�

新
し
い
環

境
に
慣
れ
よ
う
と
必
死
に
な
る
あ

ま
り
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
損

な
う
方
が
増
え
る
の
が
こ
の
時
期

で
す
。
あ
な
た
や
、
あ
な
た
の
大

切
な
人
は
大
丈
夫
で
す
か
。

す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は

毎
月
２
回
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
で
、
本

人
お
よ
び
家
族
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制
（
１
回

に
つ
き
２
人
ま
で
）
で
す
。〈
秘

密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
６
月
13
日
、７
月
11
日
・

18
日
（
全
て
木
曜
日
・
要
予
約
）

午
前
９
時
30
分
～
、
午
前
10
時

30
分
～

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

◎�

・

＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

＝問い合わせ先　 ＝申し込み先　 ＝提出先　 ＝健康マイレージ対象事業（20歳以上が対象）

大隅国
建国1300年記

念

■ 第２回市内史跡めぐり「きりしま歴史散歩」
⃝�日時＝６月９日（日）午前９時～正午（受付＝午前８
時30分～８時50分）
⃝�集合場所＝隼人歴史民俗資料館（駐車場は鹿児島神宮
をご利用ください）
⃝�内容＝大隅正

しょう

八
はち

幡
まん

宮関連史跡（弥
み

勒
ろく

院・正
しょう

興
こう

寺等墓域
などを徒歩で巡ります）
⃝�対象者＝小学生以上　　⃝�募集人数＝30人程度
⃝申込方法＝直接または電話で。
⃝申込期間＝５月23日（木）～６月６日（木）

■ 連続講演会  第６回講演会
⃝�日時＝６月16日（日）午後１時30分～３時
⃝�場所＝隼人農村環境改善センター
⃝�講師＝出

で

村
むら

卓
たく

三
ぞう

さん（姶良市文化財保護審議会副会長）
⃝�内容＝「隼人の祭り」　⃝申込方法＝電話で。
�問・�申＝文化振興課  ☎（42）1119

大隅国は和銅６（713）年に建国され、
その国府は霧島市に置かれたと推定されています。

今年は建国1300年を迎えることを記念して、
さまざまなイベントを実施します。

科　　目 期別 納期
固定資産税・都市計画税 １期

5/31（金）
軽自動車税 全期
市県民税 １期

7/ 1（月）
国民健康保険税 １期

◎市税等の納期のお知らせ

※�納付の際は、納付書の期別をご確認ください。期別を間
違えると未納となり督促状が届くことがあります。
※�市県民税、国民健康保険税の納付書は６月10日頃に発送
する予定です。

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
小
研

修
室

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
相
談
者
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

⃝
��

相
談
員
＝
社
会
保
険
労
務
士

※�

原
則
相
談
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。（
予
約
な
し
で

お
越
し
の
場
合
は
、
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎�

・

＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９
（
２

９
５
）
３
３
４
８

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

�問＝☎（45）5111  秘書広報課（内1612）、生涯学習課（内5104）、各総合支所地域振興課、隼人地域振興課、各担当課
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information ◀◀◀市からのお知らせ
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／
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※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された方のみ掲載しています。

市長交際費（4月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日　付 内　容 金　額

4月 5日 霧島連山夏山開き時焼酎 5,420 

4月 7日 首都圏きりしま牧園会総会出席時祝儀 20,000 

4月15日 能登きりしまツツジ御一行様との昼食代（26人分） 15,600 

4月25日 治水神社（姉妹都市・岐阜県海津市）春の大祭時焼酎 3,990 

4月25日 治水神社春の大祭時供物料 20,000 

4月25日 海蔵寺（薩摩義士・総大将平田靱負を祭っている寺）
への線香代 10,000 

４月分合計 75,010 

お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施
状
況
の
公
表

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
と
は
市
の
重

要
な
政
策
を
形
づ
く
る
過
程
で
、
そ
の
政
策

に
関
す
る
計
画
な
ど
の
案
の
趣
旨
、
内
容
、

そ
の
ほ
か
必
要
な
事
項
を
公
表
し
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
意
見
や
情
報
、
専
門
的

な
知
識
を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を

考
慮
し
て
意
思
決
定
を
行
う
手
続
き
を
い
い

ま
す
。

◎�

＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
５
５

案　件　名 募集
日数

担当部・課
（現在の
課名）

提出数 意　見
項目数

回　答
項目数

霧島市都市公園条例の一部を改
正する条例の基準（案） 33 都市

計画課 0 0 0

霧島市道の構造の技術的基準に
関する条例（案） 33 土木課 0 0 0

霧島市道に設ける道路標識の寸
法を定める条例（案） 33 土木課 0 0 0

霧島市準用河川管理施設等の構造
の技術的基準に関する条例（案） 33 土木課 0 0 0

霧島市営住宅及び共同施設の準
備基準に関する条例の制定（案） 33 建築

住宅課 0 0 0

霧島市公共下水道の構造の技術
上の基準に関する条例（案） 33 下水道課 0 0 0

第一次霧島市総合計画後期基本
計画（案） 31 企画

政策課 13 121 114

霧島市緑の基本計画（案） 32 都市
計画課 5 4 4

霧島市男女共同参画計画
（後期計画）（案） 31 企画

政策課 0 0 0

霧島市スポーツ振興計画（案） 31 保健
体育課 1 0 0

健康きりしま21（第2次）
［霧島市健康増進計画］（案） 21 健康

増進課 0 0 0

霧島市食育推進計画（第2次）
（案） 21 健康

増進課 0 0 0

回答項目数が意見項目数より少ないのは、計画案に直接関係しない意見であ
り、そのほかの意見は各担当課において、実施・検討する際の参考とさせて
いただきます。

平成24年4月1日～平成25年3月31日実施分パブリックコメント実施状況一覧
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